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高
崎
経
済
大
学
は
公
立
大
学
で
意
願
着
数
が
縛
年
上
位
隠
ラ
ン
タ
す
る

「
縣
れ
た
人

気
大
学
」
だ
。
北
関
煎
に
あ
り
な
が
ら
■
園
４７
都
道
府
県
か
ら
広
く
学
４ｉ
を
集
め
ら
れ

る
秘
訳
は

「
経
済
に
特
化
し
た
季
堅
い
六
撃
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
鯉
立
し
た
た
め
。

派
手
さ
こ
そ
な
い
が
躍
宴
な
校
賦
と
地
域
社
会
と
連
機
す
る
魂
賜
力
が
独
特
の
強
さ
を

生
ん
で
い
る
。

料
の
枠
を
設
け
た
。
新
撃
引

の
た
め
に
新
た
に
８
人
の
独

偶
を
採
用
し
た
。
２
年
生
か

ら
学
科
に
振
り
分
け
る
が
、

１
０
０
人
を
租
え
る
１
年
生

が
新

学
科

在
帝

壇

し

て

い

高
崎
経
済
大

「
グ

ロ
ー
パ
ル
化
す
る
経

済

へ
の
対
応
と
、
地
方
劇
生

へ
の
対
応
。
令
ぐ
正
反
対

の

社

会

の
要

甜

に
応

え

て

い

く
」
と
高
本
賢
理
事
長
は
意

気
込
む
。

同
大
は
維
済
学
部
と
地
域

政

策

学
部

の
２

学

部
制

だ

が
、
社
会

の
課
題
解
決
に
役

立

つ
学
問
を
教
え
る
と
い
う

意
味
で
共
通
す
る
。
グ

ロ
ー

パ
ル
化
対
応
で
は
４
用
に
経

済
学
部
に
国
際
学
科
を
新
般

し
た
。
入
学
定
員
は
８０
人
。

既
存
の
経
済
、
経
営
の
２
学

科
の
定
員
を
減
ら
し
て
新
学

゛

1

深掘り

老
舗
喫
茶
支
援
や
共
助
模
索

く5>

学内はこぢんまりしているが大学
らしい落ちおいた舞囲気 (騨鵡り,ヽ
i苛崎市の間崎経酒人の図書館 )
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V学 部 経済学部、地域政策学部
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JR煎日本、群馬銀行、中央労働金
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‐
、高崎市役所、ファー

ストリテイリング、 JTB関 東など
V沿 単 開学は195r比 群局県内〔″)出等教育

機関が戦後の学制改単で新制鮮馬大

学に統合される際に、高崎市は経済

学郎を誘敗 したが実現せず、1959年
に独自に市立短期大学商縦手キを創設
した。37年に同短大を廃止し4年制
入学を設魁することになり出崎経済

大学が発足。当初は経済学割;のみで、
96年に地域政策学部を設Mした。卒
業生は 8万人を1霊える。

る
。国

際
学
科

へ
の
進
学
寿
】希

望
す
る
新
人
生
に
は
同
学
科

向
け
の
科
円
を
１
年
次
か
ら

霞
惨
す
る
よ
う
学
校
側
は
機

奨
し
て
お
り

「
経
済
学
部
で

は
最
も
人
気
の
あ
る
学
料
に

な
り
そ
う
」
と
村
山
元
展
学

長
は
予
想
す
る
。
学
生
の
海

外
留
学
も
綾
押
し
し
、
世
界

で
活
阻
で
き
る
人
材
を
育
て

る
方
針
だ
。

公
立
と
い
う
独
自
の
出
自

は
大
学
連
曽
に
も
大
き
く
停

糾
す
る
。
大
学
の
収
入
は
授

業
料
が
９
削
、
残
り
の
多
く

は
設
立
青
で
あ
る
群
馬
曝
闘

崎
市
か
ら
の
変
付
金
。
日
陳

学
科
の
新
設
で
８
０
０
０
万

円
程
度
の
人
件
贅
増
に
な

っ

た
が
、
足
り
な
い
分
は
市
が

拠
出
し
た
。

「
我
々
の
存
在

意
幾
を
認
め
て
く
れ
て
い
る

証
拠
」
と
高
ホ
理
下
長
は
市

と
大
学
の
良
好
な
関
係
を
強

調
す
る
。

こ
う
し
た
関
係
を
象
徴
す

る
の
が
４
年
前
か
ら
学
生
が

主
体
と
な

っ
て
組
曽
し
て
い

る
地
元
の
純
喫
茶

「
あ
す
な

る

一
の
存
在
だ
。
戦
後
劇
繋

し

一
時
囲
店
し
た
が
、
伐
活

を
増
む
地
元
の
声
に
恥
え
た

高
崎
市
の
支
援
を
受
け
、
大

学
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を
設
立
し

経
営
を
委
託
し
た
。
学
生
が

イ
ベ
ン
ト
の
企
画
や
間
品
開

発
を
行
い
、
店
の
経
営
管
理

や
仕
入
れ
を
学
ん
で
い
る
。

同
人
の
学
生
独
は
４
千
人

強
。
地
元
群
馬
の
出
身
は
３

割
に
満
た
ず
、
７
割
は
県
外

か
ら
や

っ
て
く
る
。
ド
術
代
、

飲
食
費
な
ど
で
学
生
１
人
が

１
年
に
１
０
０
万
円
消
投
す

る
と

「
地
元
に
は
年
間
３０
は

円
の
お
金
が
溶
ち
て
い
る
臨

（高
本
理
事
長
〕
。
人
的
な

地
域
賀
献
を
台
め
れ
ば
大
学

が
地
た
に
逮
元
す
る
ソ
ー
シ

ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル

（
社
会
関

係
資
本
）
は
さ
ら
に
陸
れ
る
。

制
え
ば
、
高
崎
市
内
で
毎

用
卵
３
日
触
口
に
開
く
農
虚

物
の
展
示
峨
売
腸

「
た
か
さ

き
軽
市
」帝．
の
設
営
に
は
経
済

学
部
の
ゼ
ミ
生
が
協
力
し
て

い
る
。
高
校
生
が
企
画
し
た

商
舗
を
高
崎
市
中
心
衡
で
販

売
す
る
イ
ベ
ン
ト

「
熱
血
！

高
校
生
販
売
叩
子
囲
」
を
大

学
が
後
投
す
る
な
ど
、
地
域

と

の

つ
な
が
り
は
や
は
り

「経
暦
」
で
あ
る
。

今
、
大
学
義
局
が
考
え
て

い
る
の
は
学
狼
の
地
域
活
動

を
支
援
す
る
た
め
の

「
地
域

鷲
献
活
動
セ
ン
タ
ー
」
の
開

設
。
少
子
高
齢
化
な
ど
で
生

じ
る
地
域
課
闇
を
学
佐
が
サ

ポ
ー
ト
す
る
共
動
の
形
を
六

学
で
提
供
す
る
。

「地
域
に

根
ぎ
し
た
大
学
と
し
て
地
域

社
会
の
問
題
解
決
に
貢
献
し

た
い
」

（萬
ホ
理
事
長
）

課
題
を
挙
げ
る

と
す
れ

ば
、
金
国
の
国
立
大
学
で
敲

曲
が
進
む
地
域
創
生
関
連
学

部

へ
の
対
抗
策
だ
ろ
う
。
１

９
９
６
年
設
慣
の
地
域
政
策

学
部
は
地
域
創
佐
で
同
内
の

た
陣
を
切
り
話
題
を
呼
び
、

２
０
０
６
年
に
は
陶
光
政
策

学
料
を
設
け
た
。
だ
が
他
大

学
も
似
た
よ
う
な
カ
リ
キ

ュ

ラ
ム
で
趣
舶
し
特
徴
を
出
す

こ
と
が
難

し
く
な

っ
て
き

た
。学

科
再
綱
を
合
め
教
育
内

容
の
見
直
し
は
魁
け
ら
れ
な

い
。
地
域
社
会
と
の
つ
な
が

り
を
生
か
し
な
が
ら
、
地
域

創
生
の
先
駆
青
と
し
て
ど
う

先
行
優
位
を
保

っ
て
い
く

か
。
中
山
適
随

一
の
宿
場
町

と
し
て
江
戸
時
代

に
遡
る

「歯
都
高
崎
』
と
い
う
地
域

力
を
生
か
す
先
に
大
学
の
競

争
力
強
化
の
突
破
田
が
見
え

て
き
そ
う
だ
。（本

／
出
敵
久
）

＝
鵞
わ
り


